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蓮田市総合振興計画市民会議 平成２８年度第１回会議録 

 

開催日時 平成２８年８月１０日（水曜日）午後７時～午後８時５０分 

開催場所 蓮田市役所 ３０３～３０５会議室 

出席委員 

（敬省略） 

【第１分科会】 

爪川 博夫（リーダー）、高沢 秀樹（サブリーダー）、伊勢谷 正和、 

岩崎 広人、小池 祐子、酒井 惠、富田 拓磨、西野 日出夫、星野 綾乃 

【第２分科会】 

佐藤 正春（リーダー）、野田 惠美子（サブリーダー）、飯野 良子、 

金子 潤一、菊池 現、菅野 由紀子、前田 いち子、山田 富貴子 

【第３分科会】 

金塚 史朗（リーダー）、稲毛田 信夫（サブリーダー）、五十嵐 勝治、 

石川 周告、小澤 はつ江、高橋 保雄、針谷 廣子、森田 善一 

出席職員 【蓮田市総合振興計画策定委員】 

蓮田市長 中野  和信、副市長 新井 勉、教育長 西山 通夫 

総合政策部長 渡辺 実紀夫 

【蓮田市総合振興計画庁内検討委員】 

総合政策部調整幹 町田 一幸、総合政策部調整幹 竹澤 立也 

 

（第１部会） 

自治振興課長 采澤 修八（部会長）、秘書課長 吉澤 正剛（副部会長）、 

政策調整課長 小山 猛、財政課長 山田 勝利、庶務課長 山﨑 隆、 

市民課長 山野井 重雄、税務課長 鈴木 敏明、収納課長 毒島 正明、 

電算課長 青木 操、会計室長 小林 玉枝、議会事務局次長 斎藤 昇、 

行政委員会事務局次長 安西 勝美 

 

（第２部会） 

福祉課長 小川 金悟（部会長）、教育総務課長 高崎 達也（副部会長）、 

子ども支援課長 新井 宏典（副部会長）、健康増進課長 中村 浩章、 

長寿支援課長 折原 宏道、在宅医療介護課長 根立 美佐子、 

国保年金課長 原 淳司、学校教育課長 槍田 光東、保育課長 星 初江、 

社会教育課長 田中 和之、文化スポーツ課長 山田 則子 

 

（第３部会） 

都市計画課長 関根 守男（部会長）、危機管理課長 猿田 孝二（副部会長）、 

道路課長 増田 吉郎、区画整理課長 遠藤 清一、 

西口再開発課長 熊谷 浩、水道課長 細井 満浩、下水道課長 林 信司、

農政課長 渡辺 高資、みどり環境課長 中野 敦一 

【事務局】 

総合政策部調整幹 町田 一幸、総合政策部調整幹 竹澤 立也、 

政策調整課長 小山 猛、政策調整課副主幹 山田 百合子、 

政策調整課主査 水沼 哲也、政策調整課主事 染谷 智 

その他の 

出席者 
株式会社ぎょうせい 森田 康之、渡邉 厚志、北村 龍太 

傍 聴 者 無し 
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資料の確認 

 

１. 開会 

 

・職員紹介 

 

 

２. 委嘱式 

 

 

・あいさつ 

 

 

・傍聴希望者

の確認 

 

 

３．議事 

（１）総合振

興計画につい

て 

 

（２）市民会

議の進め方に

ついて 

 

 

（３）市民意

識調査の概要

について 

 

 

（４）自己紹

介 

 

（５）リーダ

ー及びサブリ

ーダーの選出 

 

グループワー

クのルールや

進め方につい

て 

 

（６）市民意識

調査の検討 

 

 

 

 

（略） 

 

（竹澤調整幹） 

 

蓮田市総合振興計画策定委員、事務局、㈱ぎょうせいの紹介 

 

 

【中野市長より、伊勢谷正和委員に代表して委嘱書を交付】 

 

 

（中野市長あいさつ） 

 

 

（竹澤調整幹） 

傍聴人の確認、傍聴希望者なしの報告 

 

 

 

（事務局） 

資料２～３を説明 

 

 

（事務局） 

資料４を説明 

 

 

 

（事務局） 

資料５を説明 

 

 

----------------------------分科会ごとに行う----------------------------- 

 

市民会議委員、蓮田市総合振興計画庁内検討委員の自己紹介 

 

 

第１分科会 リーダー：爪川博夫委員 サブリーダー：高沢秀樹委員 

第２分科会 リーダー：佐藤正春委員 サブリーダー：野田惠美子委員 

第３分科会 リーダー：金塚史朗委員 サブリーダー：稲毛田信夫委員 

 

（㈱ぎょうせい） 

プロジェクターにより説明。 

 

 

 

市民意識調査の３つの設問案について、選択肢に関する意見を出し合う。 

問36：市をＰＲするために、広報はすだや市のホームページ、ツイッターなどでど

のような情報を充実させたらよいと思うか。 

問37：市をＰＲするための蓮田ブランドや地域資源として、どのようなものがふさ

わしいと考えるか。 

問38：市をＰＲするためにどのようなイベントが必要と考えるか。 
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（７）発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-------------------------------全体で行う-------------------------------- 

 

各分科会のリーダーより、グループワークで出された意見について発表 

 

 

【第１分科会の主な意見】 

 

問36 

・子育てに関する情報：安心して育てられる、待機児童、子育てしやすい環境 

・安心安全に関する情報：災害が少ない、公園や遊び場が充実している 

・教育：小中一貫を進めていくべき 

 

問37 

・梨に関すること 

・地酒 

・地理的条件（都内に近く、電車で早く出られる等） 

・災害が少ないまちであること 

・サービスエリアの関係 

・式三番 

 

問38 

・ゆるキャラのイベント 

・Ｂ級グルメ（梨や地場産業を生かす） 

・梨を使ったギネスチャレンジ（早食い競争等） 

・新宿・東京・横浜まで乗り換えなしで行けることをアピール 

・独自の発想で婚活イベント 

・蓮田駅を利用している人間総合科学大学・日本薬科大学と共同で健康食品開発 

 

 

【第２分科会の主な意見】 

 

問36 

・イベント情報 

・子育ての情報（安全に遊べる公園、水遊びのできる公園、幼稚園・保育園情報） 

・食事のおいしいところ 

・特産物の紹介 

・買い物の場所 

・近隣市町村のイベント情報 

・自主グループ活動の情報 

 

問37 

・縄文式土器、黒浜貝塚 

・平野地区や高虫地区の元荒川河川敷に桜や菜の花を整備し、市民が憩え、観光客

を呼べる場所に 

・サービスエリア 

・豊かな自然 

・新たな商品開発 

・市の特産品を販売する道の駅等場所の確保 

・市民のイベント 

 

問38 

・サービスエリアの特産物 
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４.その他 

 

 

 

 

 

 

５. 閉会 

 

 

 

 

・はすぴぃを活用したＰＲ 

・花火大会 

・子どもを100人集めて黒浜貝塚でかくれんぼ 

・地域の祭りの山車を復活 

・県の主催する行事に積極的に参加 

・Ｂ級グルメの開発 

・有名人を迎えたイベントで人を集める 

・スポーツ大会 

 

 

【第３分科会の主な意見】 

 

問36 

・ホームページの発信情報と知りたい情報のマッチングを取ることが必要 

・活躍している企業・農家・お店 

・直売所の増設（農家の方々を育成する必要あり） 

・外国人旅行者向けの情報発信 

・地元商工会の情報 

・蓮田の歴史 

・名前の由来になっている「蓮」をもっとＰＲすべき 

 

問37 

・蓮田のブランド品を買いやすくする方策 

・地酒を買える場所 

・地理的な好条件、利便性（交通・自然） 

・周辺都市との比較（人口増加の対策）によって蓮田の優位性をＰＲ 

・授業の環境が良いこと 

 

問38 

・単発なお祭りが多いので、年間通して継続的なイベントを 

・子ども向け・大人向け、イベントのターゲットを絞る 

・都市間の連携で広域的にイベントを行う 

 

 

【市民意識調査全般に関する意見】 

各分科会とも無し 

 

 

 

（事務局） 

・会議録の公開に向けて、内容の確認はリーダーに一任で良いか。 

 →異議なし 

・会議の開始時刻は、次回以降も午後7時からで良いか。 

 →異議なし 

 

 

（新井副市長あいさつ） 

 

 


